
上越市を取り巻く現状と課題（三つの共通課題と「まちの力」の例） 
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長岡圏1世帯当たり

地域自治区 の人数 総人口 世帯数

諏訪区 3.76 1,223 244 34% 16%

清里区 3.53 3,015 837 32% 14%

保倉区 3.52 2,303 627 25% 13%

三和区 3.46 5,918 1,692 33% 13%

三郷区 3.44 1,374 391 30% 14%

板倉区 3.40 7,327 2,121 32% 17%

高士区 3.39 1,561 460 28% 17%

頸城区 3.33 9,499 2,814 36% 13%

吉川区 3.28 4,764 1,437 28% 23%

浦川原区 3.25 3,769 1,126 28% 21%

北諏訪区 3.24 1,632 503 27% 9%

和田区 3.22 5,840 1,740 32% 13%

中郷区 3.17 4,303 1,351 26% 19%

津有区 3.13 5,038 1,600 32% 12%

名立区 3.11 2,866 879 23% 24%

八千浦区 3.08 4,281 1,351 29% 16%

柿崎区 3.08 10,660 3,406 26% 20%

谷浜・桑取区 3.07 1,823 594 19% 26%

大潟区 3.06 9,950 3,136 29% 15%

金谷区 2.80 14,332 5,017 30% 16%

上越市平均 2.79 203,899 71,170 27% 17%

牧区 2.78 2,322 811 17% 33%

大島区 2.77 1,927 664 19% 36%

安塚区 2.71 2,878 1,054 17% 33%

有田区 2.63 14,329 5,411 31% 11%

春日区 2.50 21,187 8,220 30% 10%

新道区 2.48 9,684 3,795 25% 10%

直江津区 2.45 19,673 7,727 23% 19%

高田区 2.39 30,421 12,162 21% 23%

世帯構成
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※ 総人口を除き、寮・病院・社会福祉施設などの世帯は、計算の対象外としている。

18歳未満
がいる世帯

65歳以上
のみ世帯

※ で示した総人口・世帯数は、過去10年間で減少したことを示す。※ 上から順に、１世帯当たりの人数が多い区から並べている。

※ 地域自治区は行政区単位で構成されているが、上記のデータは町丁字単位で算出しているため、若干の誤差がある。

■ 課題１：人口減少の進行 

■ 課題２：世帯構成の変化 

■ 課題３：歳入歳出の不均衡 

■ 「まちの力」の例 
（地勢や広域交通ネットワーク） 

資料２ 

　※グラフの数値は、表示単位未満で調整しているため、計算式が一致しない場合がある。

　※グラフの歳入不足分は、財政調整基金を取り崩さない場合の財源不足額を示す。

1,174 

1,131 

1,295 

1,250 

1,061 

1,061 

1,087 

1,087 
1,114 

1,114 

1,054 

1,075 

1,012 

1,046 

964 

1,024 

947 

1,003 

938 

1,008 

21億円
34億円 60億円 56億円 70億円

500 

700 

900 

1,100 

1,300 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

（億円）
年度別収支計画の概要

H23決算 H24決算 H25計画 H26計画 H27計画 H28計画 H29計画 H30計画 H31計画 H32計画

歳入合計
歳出合計

歳入不足分

出所 各年国勢調査及び国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来人口推計」（平成 25 年 3 月推計） 

出所 平成 22 年国勢調査により上越市創造行政研究所作成 

出所 平成 24 年財政計画（上越市財政課）より 

鉄道（新幹線含む）
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※各交通網は、主なもののみ概略を記載
上沼道は計画含む

航路

・各圏域は、新潟、群馬、長野、富山、石川各県に
おける広域市町村圏を基本として、平成の大合
併の状況を勘案して独自に設定。
（東京都、千葉県、神奈川県、埼玉県、愛知県は

参考に県単位の合計値を記載）
・円の面積は、各圏域の構成市町村の平成25年度
住民基本台帳人口の合計値を示す。
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